
情報知識学会関西部会2008年度第1回（通算第7回）

究会報告  

 

日 時：5月 17日（土）14時半～17時 

会 場：大阪樟蔭女子大学 

論 題：＜服装・身装文化データベース＞の概要：

インターフェース、入力規則、統制語彙表

を中心として 

発表者：高橋晴子氏（大阪樟蔭女子大学） 

共 催：アート・ドキュメンテーション学会関西地

区部会、日本図書館研究会情報組織化研究

グループ 

後 援：情報科学技術協会 

出 席：21名 

内 容： 

 

 発表者が約 30 年にわたって関わってきた身装情

報のドキュメンテーション、データベース（以下、

「DB」）構築について、デモも交えての発表が行われ

た。 

 

１．身装情報のドキュメンテーション：その草創期 

・「身装」とは、衣服やアクセサリーといったアイテ

ムそのものに加えて、各種アイテムを身体につけ

る行為、化粧をする行為、身体と外見についての

意識、さらにはこれらを支える社会的背景・現象

までを含んだ概念である。 

・大阪樟蔭女子大学で、大丸弘氏（現・国立民族学

博物館名誉教授）が中心となり、発表者も関わっ

て「衣料情報室」が設置されたのは、1975年であ

る。その目的は、身装に関する国内外の資料の組

織的収集、資料（文献・標本・画像など）の整理・

加工・利用・提供に関する研究、関連情報の学内

外への提供サービス、学生への関連情報利用教育

などであった。 

・「衣料情報室」の開設後、資料の組織的収集を始め

た。国内では、家政学分野の文献だけでなく、企

業の調査研究も重視して収集した。国外では、パ

リ国立図書館（現・フランス国立図書館）、パリ

装飾美術館図書室、英国図書館などで、資料の発

掘につとめた。この際、パリ国立図書館における

件名目録の整備や非図書資料の情報加工を実地

に見聞し、大きな刺激を受けた。 

・1977年には、身装文献の抄録索引誌である『衣料

情報レビュー』を創刊した。大学等の研究紀要お

よび学会誌1,300誌、商業雑誌約300誌を索引対

象とし、大学等研究紀要については著者抄録をも

収録した索引誌である。年間約3,500件を収録し、

年2回の発行を2000年まで続けた（以降はDBに）。 

 

２．MCD（服装・身装文化DB）の四半世紀 

・国立民族学博物館（以下、民博）では1984年から、

大阪樟蔭女子大学と協力して、身装情報の DB 化

に関わる研究を開始した（大丸氏が 1979 年に民

博に異動）。MCD（Minpaku Costume Database）プ

ロジェクトとして現在も活動を続け、成果は「服

装・身装文化（コスチューム）DB（以下、「身装

DB」）」として一般公開されている。2007 年 10 月

現在のデータ総計は、250,000 件である。7 本の

ファイルからなるが、大きくは「身装文献DB」（約

114,000件）と「衣服・アクセサリーDB」（約136,000

件）に分けられる。 

・身装文献DBは、日本語雑誌記事（1880～1945、1967

～）、日本語図書（1868～）、外国語雑誌記事（1930

～1980）、外国語民族誌のデータからなる。日本

語雑誌記事情報は、『衣料情報レビュー』（1977～

2000年）収録情報に新着分、遡及分を加えたもか

らなる。日本語図書情報は、明治期以降の図書に

ついて国会図書館等で調査を行い、専門図書のみ

ならず一般図書の一部を占める身装関係記述を

も抽出したものである。標準的な書誌事項に加え

て、地域、時代、専門分類、身装概念コードなど

の分析項目を設定し、これらの項目からの検索を

可能にしている。 

・衣服・アクセサリーDBは、民博の標本資料を中心

とする「アイテム」を対象とするもので、地域名・

現地名などの他に、標準衣服名などの分析項目を

設けている。 

・個別のDBの検索に加えて、人間文化研究機構「研

究資源共有化DB」による横断検索も可能となって

いる。また、同機構では DB 定義からウェブ公開

までをサポートする集中型システム nihu-one を

も構築しており、この環境での検討（試用）も行

っている。 

 

３．身装概念のコード化 

・『衣料情報レビュー』以来、体系的な分類や概念コ

ードの作成・付与に力を入れてきた。これは、身



装研究の推移を先取りして、独自に作成したもの

である。 

・1977年に「服装専門分類表」を作成した。アイテ

ムとその「流れ」（物流、デザイン、技術など）

の二軸で文献を分類するものであり、家事技術の

「被服」から産業としての「衣料」、という研究

動向に対応したものである。 

・1985年に「身装概念コード表」を作成した。社会

心理、文化論としての身体論的観点という研究動

向にも対応して、関連概念を収録して階層関係、

関連関係を示したものである。とりあげる概念は、

実際に出現した、実用的なものを尊重した。文献

のタイトル等に現れた語を素材としたほか、各種

の件名標目表等も参考にして構築した。標準的な

シソーラスと異なる点は、優先語を定めなかった

ことである。各概念はアルファベットと数字から

なる記号で識別され、同義語を並列的に列挙する

形をとる。 

・標本資料（アイテム）については、「MCD標本シソ

ーラス」を作成した。これは、形態・標準衣服名・

布地特性・構造技術の各側面の用語からなるもの

である。 

・近年は、近代日本の身装画像（挿画や写真）に関

する研究を行っている。その過程で、2003年に「身

装画像概念コード表」を作成した。これは、景観

や屋内などの背景情報（ポジション1）、からだの

問題と着装態様（ポジション2）、衣服等のアイテ

ム（ポジション 3）の三軸で分析を行うコード表

である。 

 

４．おわりに 

・多くのDBは専門研究者とコンピュータ技術者によ

って構築され、図書館員やドキュメンタリストは

関係していないことが多い。身装 DB では発表者

がドキュメンタリストとして関わってきた。研究

者とドキュメンタリストの間には志向や考え方

の違いがあるが、相互に補完しあって DB が構築

されてきた。 

・約30年にわたり、科学研究費補助金や民博の研究

予算によって、研究レベルでDBを構築してきた。

しかし、DBは成長すればするほど手がかかり、特

定の研究者がいつまでも面倒を見ていけるもの

ではなくなってくる。身装DBはいま、研究DBか

ら事業 DB への移行の時期をむかえている。著作

権・所有権などの問題はあるが、必然のことと考

えている。 

 

参考：国立民族学博物館「服装・身装文化（コスチ

ューム）DB」 

http://htq.minpaku.ac.jp/databases/mcd/ 

 


